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　対馬高校と韓国の釜山情報観光高校が姉妹校縁組を結ぶ

ことになり、11月3日、対馬高校体育館で結縁式が行われ

ました。

　釜山情報観光高校は1972年に創立され、ホテル経営科、

同調理科、同情報科の３学科を持つ生徒数984名の私立高

校です。対馬高校は平成16年度から修学旅行での交流会や、

韓国の言葉や文化について学ぶ国際文化交流コースの研修

を通して釜山情報観光高校と交流を重ねてきました。

　対馬高校の文化祭「桐鳳祭」に先立って行われた結縁式

では、対馬高校の生徒や保護者が見守る中、両校の校長が

「両校は深い理解と緊密な協力の上に立ち、友好を深め、

相互の友情と敬愛の精神のもとで交流を進め、日韓両国の親善に寄与する」と記された宣言書に調印し、固い

握手を交わしました。

　「ヒトツバタゴ」の自生地（国指定の天然記念物）

を縁に、対馬市と岐阜県中津川市はこのほど姉妹都

市縁組を締結しました。

　平成８年に旧上対馬町と旧蛭川村が姉妹町縁組を

結び、お互いのイベントへの参加や小学生の相互交

流などを行ってきましたが、合併によりお互いが市

になったことを受け、あらためて姉妹都市として提

携し、今後もなお一層の交流と親善を図ることを目

的としたものです。

　締結式は11月3日、蛭川地区のひとつばたご広場

で開催された地元のイベント「ひるかわMAIKA祭

2007」に合わせて行われ、両市長が姉妹都市縁組の

提携書に署名し、固い握手を交わしました。

　対馬市は、韓国の大亜高速海運と釜山外国語大学校の

3者による国際交流協定を締結しました。国境と官・産

・学の枠を超えて国際化、地方化の時代に沿った地域社

会の相互発展を目的とするものです。

　対馬と釜山間で定期旅客船を運行している大亜高速海

運と釜山外国語大学校は、対馬での海岸清掃（環境美化

交流）を平成15年から協力して行うなど対馬市との交流

を続けており、平成15年7月には旧上県町との間で同様

の協定が結ばれていました。

　調印式は、11月12日に釜山外国語大学校で行われ、対

馬市長をはじめ各団体の代表者が協定書に調印し、今後

のさらなる交流発展と協力を誓いました。

岐阜県中津川市と姉妹都市縁組を締結�
「ヒトツバタゴ」を縁に今後も友好親善を　�

姉妹都市の提携書を持つ両市の市長�

対馬高校が釜山情報観光高校と姉妹校に�
交流を進め、日韓両国の親善へ�

宣言書を手にする対馬高校の辰田幸敏校長（左）と�
釜山情報観光高校のソン  ヒョイク校長�

官・産・学の国際交流協定を締結�
対馬市・大亜高速海運・釜山外国語大学校�

協定書を手にする各団体の代表者�
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　江戸中期の儒学者でイノシシ退治で有名な陶

山訥庵先生の生誕350周年を祝い、その偉業につ

いて学ぶ「対馬聖人　陶山訥庵先生　生誕350年祭」

が、11月10日、対馬市交流センターで開催され

ました。市民有志が立ち上げた同祭実行委員

会（上原正行委員長）が主催したものです。

　会場では厳原小、久田小、厳原中学校の児童

生徒による研究発表のほか、県立対馬歴史民俗

資料館の大森公善館長による基調報告、東京大

学大学院農学生命科学研究科の林良博教授によ

る特別講演「人と野生動物―いかに軋轢を克服

するか」に加え「陶山訥庵先生に学ぶ」をテー

マにシンポジウムが開かれました。会場には多

くの市民が訪れ、訥庵先生の偉大な功績を偲び

ました。

　対馬市では、市民の皆さんが住み慣れた対馬で

安心して快適に暮らせるように、福祉サービスの

充実や、市民が進んで参加できる地域活動を進め

ることを目的に、地域福祉計画を策定しています。

　策定にあたっては市民協働で行い、これまでア

ンケート調査、各団体へのヒアリング調査に加え、

10月中には市内６地区で２回ずつ地区座談会を開

催し、参加した延べ343人の市民から直接意見を伺

いました。

来年２月には計画案を作成し、内容をホームペー

ジ等で公開のうえ、市民の皆さんからの意見を募

ったのち、3月末には計画が策定されます。

　10月26日、長崎県戦没者慰霊奉賛会対馬市支部

の主催による平成19年度対馬市戦没者追悼式が、

豊玉総合運動公園体育館で開催されました。式典

には島内の遺族や来賓など約400名が参列し、祖国

の繁栄と家族の幸せを願って尊い命を捧げた対馬

市関係1400余名の英霊を偲び、めい福を祈りました。

　戦後62年が経過し、参列者の高齢化が進むと同

時に、戦争の記憶も年を追うごとに風化しつつあ

ります。

　式典の中で、長崎県連合遺族会の庄司實会長は

「今、国民が平和で豊かな生活を享受しているの

は、戦没者の尊い犠牲の上に築かれたものである

ことを私たちは決して忘れてはならない。ご英霊

が願われた我が国の平和と自由を守りとおし、進

んで世界平和のために尽くすことを誓います」と

遺族を代表して追悼のことばを述べました。

シンポジウムの様子�

偉大な先人の功績を偲ぶ　　　�
　　　　　　対馬聖人  陶山訥庵先生  生誕350年祭�

住みよい街づくりを目指し　「地域福祉計画」　地区座談会を開催�

厳原地区座談会の様子（対馬市交流センターで）�

祭壇へ菊の花を手向ける遺族の皆さん�

1400余名の戦没者の冥福を祈る�
　　　　　　　　　　　　対馬市戦没者追悼式�

あつれき
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　10月31日、比田勝幼稚園で、園児たちに地元の魚をも

っと食べてもらおうと「お魚料理教室」が開催され、園児

や保護者の皆さんなど約140名が参加しました。

　これは同園のＰＴＡが企画したもので、魚の提供（よこ

わ20㎏、ひらす20㎏、たい５㎏、いか５㎏）と魚のさば

き方の講師を上対馬漁協青年部の有志が協力して実施され

ました。

　料理教室に続いて参加者全員で食事会が行われ、園児た

ちはお刺身やあらの煮付けを美味しそうに食べていました。

　11月5日、人命救助に功労のあった美津島町竹敷の栗屋大星くん（5）

・玲二くん（4）兄弟へ、対馬南警察署から感謝状が贈られました。

　竹敷へき地保育所に通う2人は、10月20日におばあちゃんの住ん

でいる厳原町曲の漁港で遊んでいた時、運転を誤り自転車ごと海中

に転落する小学生を目撃。直ちに近くでゲートボールをしていたお

年寄りに「人が落ちました。すぐに来てください」と救助を求めま

した。

　わずか4・5歳の子どものとった迅速な対応によって、海に転落し

た小学生は駆けつけた大人たちに引き揚げられ、大事には至らなか

ったそうです。感謝状を受け取った二人は、とても嬉しそうでした。

　厳原町内山地区をはじめ、近隣の豆酘、久根田舎地

区でとれた新鮮な野菜、果物、海産物などを販売する

内山盆地まつりが、11月18日、同地区老人憩いの家横

の広場で開かれ、数多くの買い物客で賑わいました。

　このイベントは、地域の活性化を目的に内山地区が

毎年開催しており今年で７回目。会場で販売される商

品は、お得な値段も手伝って、お祭りの開始と同時に

飛ぶように売れていました。

　また会場内では、やまいもをたっぷり使った内山風

いりやきが500杯販売され、肌寒い中買い物を楽しん

だ来場者はあたたかい食事で体を温め、子どもたちは、

もちつき体験や竹とんぼつくり体験、対州馬の乗馬体

験などのイベントで楽しい一日を過ごしていました。

　11月9日「秋の全国火災予防運動」の初日、峰町三根地

区で開催された防火パレードで、地元消防団員に混じり

三根保育所幼年消防クラブの鼓笛隊が参加しました。可

愛らしい衣装を身につけた子どもたちは、元気よく行進

しながら「火の用心」を呼びかけ、火災予防の啓発に一

役買いました。

対馬の魚おいしいね。�
　　　　　　　　～比田勝幼稚園でお魚料理教室～�

栗屋大星くん・玲二くん兄弟（美津島町竹敷）�
　　　　　　　　　　人命救助で警察署から感謝状�

栗屋大星くん　　栗屋玲二くん�

火災予防に園児が協力　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三根保育所�

新鮮な野菜や果物がいっぱい
　　　　　　　　　　　　　　内山盆地まつり�

お手
柄�
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　市民に対馬の農林業とみつばちの関わりについての知識や、

採蜜作業を通して実りの秋を楽しんでもらうイベント「蜂洞

の蜜採り体験」が10月27日、豊玉町田で開かれました。対馬

市認定農業者協議会、対馬地区青年農業者連絡協議会、対馬

市農業委員会が開催したもので、島外からの参加者１名を含

む、市内の家族連れなど50名が参加しました。

　参加者は、対馬で養蜂されているニホンミツバチの特徴な

どについて説明を受けたあと、蜂洞から金属製の棒を使って、

蜜がたっぷり詰まった巣をバケツにかき出しました。

　無数の蜂が飛び交う中での作業でしたが、参加者は怖がる

様子もなく養蜂農家の手を借りながら採蜜作業を楽しんでい

ました。

　対馬海上保安部、対馬南警察署、福岡入国管理局対

馬出張所など９つの行政機関で組織する厳原港危機管

理コアメンバーによる合同テロ対応訓練が11月8日、

厳原港で実施されました。連携を推進し、事件への対

処能力の向上を図ろうとの目的で実施されたもので、

平成16年から毎年実施されています。

　訓練には約50名が参加。釜山港を出港した旅客船の

船内にテロリストが乗船した可能性があるとの想定で

行われ、船内捜索で発見したテロリストを逮捕する訓

練等が本番さながらの迫力で実施されました。

　11月15日、対馬市少年婦人防火委員会（阿比留

仁志会長）が、美津島町の鶏鳴幼稚園幼年消防ク

ラブに鼓笛隊セット（大太鼓・小太鼓・シンバル

等）を贈りました。これは民間防火組織の防火・

防災普及啓発事業の一環として(財)日本防火協会の

助成を受けて実施されたものです。

　園児全員が阿比留会長と大きな声で「火遊びし

ません」と約束をかわし、ハッピをまとった年長

の園児が真新しい楽器を使って「かえるのうた」、

TOKIOの「宙船」を演奏しました。

　8月26日、小中学生延べ670名が参加し、福岡県田川市で

開かれた国際松涛館空手道連盟主催の第19回西日本空手道

選手権大会で、同連盟対馬支部（白石安秀支部長）の部員

が３個の銅メダルを獲得する活躍を見せました。

　大島佑斗くんと鍵山智也くん（ともに比田勝小学校１年生）

が組手の部で3位入賞し、比田勝保育園の園児ながら１年生

として繰り上げ出場した山城巧海くんが、型の部で3位入賞

しました。

蜂洞から採蜜する参加者�

空手西日本大会で小学１年生が大活躍
国際松涛館空手道連盟対馬支部�

鶏鳴幼稚園幼年消防クラブへ　鼓笛隊セットを贈呈

テロを想定し合同訓練を実施　厳原港危機管理コアメンバー　

黄金色に輝くはちみつを収穫
　　豊玉町田で蜂洞の蜜採り体験�

そらふね

しょうとうかん

はちどう

はちどう
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き
た
こ
と
で
受
け

た
賞
で
す
」
と
、
喜
び
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
同
会
は
、
平
成
12

年
に
長
崎
県
社
会
体
育
優

良
団
体
と
し
て
長
崎
県
教

育
委
員
会
賞
を
受
賞
。
平

成
16
年
に
は
文
部
科
学
大

臣
よ
り
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優

良
団
体
賞
を
受
け
て
い
ま

す
。

佐
須
奈
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
「
玄
武
会
」

                   

防
犯
功
労
団
体
表
彰
を
受
賞�

高
齢
者
叙
勲
と
し
て�

　
旭
日
単
光
章
を
受
章�

　�

元
佐
須
奈
郵
便
局
長
　
三
浦
守
人
さ
ん（
厳
原
町
今
屋
敷
・
71
歳
）�

　
上
県
町
佐
須
奈
出
身
で
昭
和
32

年
に
佐
須
奈
郵
便
局
に
入
局
。
厳

原
郵
便
局
に
勤
務
し
て
い
た
昭
和

60
年
頃
、
地
元
の
特
産
品
の
利
用

拡
大
を
図
る
試
み
と
し
て
全
国
に

先
駆
け
て
郵
便
小
包
を
利
用
し
て

の
ブ
リ
の
全
国
発
送
を
開
始
。
ま

た
非
効
率
的
な
流
通
体
制
の
改
善

を
図
る
な
ど
、
郵
便
局
の
利
便
性

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
３
年
か
ら
10
年
間
は
佐
須

奈
郵
便
局
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

叙
勲
　

叙
勲
　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�
叙
勲
　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

　
元
豊
玉
町
議
会
議
長�

　
　
阿
比
留
　
潔
さ
ん�

　
　
　
　
　
（
豊
玉
町
廻
・
88
歳
）�

旭日双光章�旭日双光章�瑞宝双光章�瑞宝双光章�
ず い ほ う そ う こ う � きょく じ つ そ う こ う �

き
ょ
く 

じ
つ
た
ん
こ
う�

も

り

と

�

き
よ
し�

ゆ
た
か

げ
ん
ぶ
か
い�

ま
つ
じ
ゅ�



　11月7日から10日までの４日間、釜山外国語大学校の学

生10名が上県町と上対馬町でホームステイしました。滞在

中、学生たちは日本の風習や食文化を学び、最終日には和

多都美神社など観光地を一緒に巡りました。

　短い滞在期間でしたが、すっかり日本にとけ込んだ学生

たちは、別れの際には本当の家族のようにホストファミリ

ーと別れを惜しみ、再会を約束していました。

（写真＝和多都美神社での記念撮影）

　
11
月
１
日
、
今
年
で
１
３
９
周

年
を
迎
え
た
「
灯
台
記
念
日
」
に

合
わ
せ
、
海
上
保
安
庁
は
海
の
安

全
を
守
る
航
路
標
識
の
灯
火
監
視

協
力
者
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

航
行
援
助
業
務
に
協
力
し
た
市
内

の
３
名
の
業
績
を
た
た
え
、
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。

●
海
上
保
安
庁
長
官
表
彰

　
大
山
敬
光
さ
ん
（
美
津
島
町
竹
敷
）

　
　
竹
敷
港
樽
ヶ
浜
灯
台

　
　
黒
ミ
埼
灯
台

　
乙
成
智
和
さ
ん
（
上
県
町
田
ノ
浜
）

　
　
塔
埼
妙
瀬
照
射
灯

　
　
伊
奈
港
志
多
留
防
波
堤
灯
台

●
対
馬
海
上
保
安
部
長
表
彰

　
多
田
國
雄
さ
ん
（
峰
町
賀
佐
）

　
　
三
根
港
新
埼
灯
台

　(株)九電工グループが毎年10月に行っている社会貢献活動「さわやかコミュ

ニティー旬間」の一環として、10月24日に対馬営業所の社員が市内５カ所の

老人福祉施設で照明器具などの点検や清掃を行いました。

　各施設では社員が脚立に登るなどして、一般の人では危険が伴う高所にある

照明器具の蓋を外し、慣れた手つきでよごれを拭き取ったり、換気扇、エアコ

ンといった電気製品の点検、清掃を行いました。

　
対
馬
市
の
環
境
美
化
と
自
然

保
護
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

「
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
対
馬
の

底
力
」
が
、
11
月
４
日
、
第
１

回
目
の
清
掃
活
動
と
し
て
厳
原

町
の
小
茂
田
と
椎
根
で
海
岸
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
海
岸
は
重
要
な
観
光
地
で

あ
り
、
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ

う
お
祭
り
が
控
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
景
観
の
美
化
と
合
わ
せ

危
険
な
漂
着
ゴ
ミ
（
注
射
器
な

ど
）
を
取
り
除
こ
う
と
実
施
し

た
も
の
で
す
。

　
清
掃
活
動
に
は
会
員
や
地
元

住
民
な
ど
約
50
名
が
参
加
。
打

ち
上
げ
ら
れ
た
数
多
く
の
流
木

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
、

漁
具
な
ど
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
「
対
馬
の
底
力
」
代
表
の
長

瀬
勉
さ
ん
は
「
今
後
も
定
期
的

に
清
掃
活
動
を
行
っ
て
、
環
境

美
化
活
動
の
和
を
広
げ
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
活
動
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
次
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　｢

対
馬
の
底
力｣

　
　
　
　
代
表
　
長
　
瀬
　
勉

☎
０
９
０(

７
９
８
７)

０
７
１
５
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釜山外国語大学生がホームステイ

灯
台
記
念
日
表
彰

灯
火
監
視
協
力
者
３
名
へ
感
謝
状�

(株)九電工対馬営業所�
　　　　　　　ボランティアで福祉施設を清掃

環境NPO法人「対馬の底力」
　第１回目の清掃活動を�

　　　　　　　　小茂田・椎根の海岸で実施�

左から大山敬光さん、乙成智和さん、多田國雄さん�

小茂田浜での清掃活動の様子�

�
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　10月24日、第4回対馬市老人クラブゲートボール大会（対馬市老
人クラブ連合会主催）が、豊玉町ゲートボール場で開催されました。
　大会には各支部の予選会を勝ち抜いた26チーム約180名が参加
し、来年５月に諫早市で開かれる長崎県ねんりんピック大会へ
の出場をかけて、熱戦を繰り広げました。
　ゲームは男女混成の部と女性の部で競われ、混成の部では卯
麦チーム（豊玉）が、女性の部では曽チーム（豊玉）がそれぞ
れ優勝し、ねんりんピックへの出場権を獲得しました。

　第45回厳原町駅伝大会（厳原町体育協会主催）が11月18日に開催され、
厳原町内の地区や職場、高校などから8チームが出場。豆酘をスタートし
て西海岸を回り上見坂を経由して対馬市役所前までの、アップダウンの
激しい全10区間46㎞で健脚を競いました。
【大会結果】
《地区別》①厳原 2時間17分22秒　②久田 2時間22分10秒
《団体別》①陸上自衛隊 1時間59分26秒　②対馬高校 2時間10分17秒
《中学生》①久田地区 36分37秒　②厳原地区 39分02秒

　第28回みつしま駅伝大会（美津島町体育協会主催）が11月4日、
知宮前バス停から国道を周回するコース（４区間、10.6km）で
行われ16チームが参加。選手たちはチームのタスキを胸に、沿道
からの大きな声援を受け力走しました。
【大会結果】（敬称略）
《一　般》①居飛車党 36分54秒　②消防Bチーム 39分21秒
《中学生》① 知中一所懸命Ｂ 35分46秒　② 知中一所懸命A 36分37秒

　市内の愛好家でつくるラグビーチーム｢対馬やまねこクラブ｣
が、10月27日に厳原町で釜山大学のOBでつくる｢BNUイーグ
ルスクラブ｣と親善試合を行いました。
　両チームは、平成15年から対馬、釜山、福岡を会場に親善
試合を通して交流を行っており、今回が6回目。試合は22対29

で対馬やまねこクラブが惜しくも敗れ、対戦成績を1勝5敗と
しました。来年は福岡を会場に試合が行われる予定です。

　対馬ソフトテニス連盟と韓国慶州市ソフトテニス連合会に
よる交流試合が、10月28日に厳原町で開催されました。
　両団体は平成15年から対馬と慶州を行き来しながら交流を
続けており、交流試合は今回で5回目。対馬での開催は3回目
となります。個人戦では優勝を譲ったものの、団体戦では3対
2で対馬ソフトテニス連盟が勝利しました。

第４回　対馬市老人クラブゲートボール大会�

【大会結果】　【混成の部】　①卯麦（豊玉）②くらしき（豊玉）　【女性の部】①曽（豊玉）②犬ケ浦B（上県）

豆酘から厳原までをタスキをつなぐ　第45回厳原町駅伝大会�

第28回みつしま駅伝大会�

ラグビーで日韓交流�
対馬やまねこクラブ・BNUイーグルスクラブ�

ソフトテニスで親善交流�
対馬ソフトテニス連盟・韓国慶州市ソフトテニス連合会�

交流試合に参加した日韓の選手たち�

佐須地区を走る選手たち�



　佐護中学校区青少年健全育成協議会では、校区内の子どもや大
人を対象に人権標語の募集を行いました。多数の応募作品の中か
ら、校区内の６地区ごとに１点ずつの優秀作品が選定され、11月
18日に行われた佐護小中学校文化発表会で地域の方々に披露され
ました。次がその優秀作品です。
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シリーズ「人権教育総合推進地域事業」の取組　その⑥

人権標語優秀作品の紹介 「気づいてね　軽い言葉の　その重さ」�

人権標語の看板を製作�
する様子（上）�

掲示中の看板（右）�

　この６点の作品については佐護中学校区青少年健全育成協議会が看板を製作し、佐護校
区内のバス停などに掲示しています。佐護校区にお立ち寄りの際はぜひご覧ください。
　また、佐護小中学校文化発表会の様子は、同校ホームページ(http://www5.ocn.ne.jp/
~sago/top.html)で紹介しています。小中学生の学びの様子をぜひご覧ください。

・ごめんなさい　素直に言える子　優しい子
・親子の絆　　　対話で始まる　　健笑家族
・なにげない　　言葉ひとつの　　思いやり
・長所を認め　　短所を見守る　　大きな心
・あいさつは　　心と心の　　　　通い合い
・気づいてね　　軽い言葉の　　　その重さ

合唱を発表する久田中学校生徒�

地域のイベントで「海神太鼓」を披露する西部中学校郷土芸能班　�

　

　10月31日に諫早市で開かれた長崎県中学校総合文化

祭で、対馬市から参加した市立西部中学校（峰町）の

生徒８名が約1,000人の観客が見守る中、郷土芸能｢海

神太鼓｣を披露しました。

　この文化祭は、県内の学校や市町の枠を超えて文化

活動に取り組む生徒たちの学習成果を発表、交流する

場として昨年から開かれているもので、西部中が参加

したステージ部門では県内から10校が出場し、吹奏楽の演奏や合唱などが披露されました。　

　｢海神太鼓｣は、峰町木坂地区にある海神神社に由来すると言われており、西部中学校では平成８年に郷土芸

能班を発足させ活動を行っています。出演した班長の平山良太くん（3年）は｢こんなに大勢の観客のいる中

での演奏は初めてで不安でしたが、今までで一番良い太鼓が打てました。会場から大きな歓声と拍手が起こり

背中に電流が走ったような感覚でした。これからも｢太鼓は心で打つ｣ことを心に刻み、練習していきたい｣と

話してくれました。

　厳原町内の小・中学校の児童・生徒が集まって開かれ

る対馬市学校音楽会が11月15日、対馬市交流センターで

開催されました。午前は小学生の部、午後は中学生の部

が開かれ、児童・生徒が合奏や合唱を発表しました。ホ

ールには、この日のために練習を積んできた子どもたち

の澄んだ声や楽器の音が響きわたり、会場に足を運んだ

多くの保護者や地域の人々が熱演を温かく見守っていま

した。

　この音楽会は今年で46回目を数える伝統的な行事で、

厳原町小中学校合同音楽会の名称を昨年から対馬市学校

音楽会に変更して実施されています。

伝統ある音楽会で子どもたちが熱唱！
　　　　　　　　　　 第46回対馬市学校音楽会�

かい

じん

西部中生徒が�

　郷土芸能｢海神太鼓｣を披露�
　　　　　　　　　第2回長崎県中学校総合文化祭　

かいじん

けんしょう
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　11月3日は文化の日。市内の各地区では文化まつりが開催され、日頃文化活動に取り組んでいる方々
の絵画、書、生け花、手工芸、写真、洋裁などの作品を持ち寄った展示会や、舞踊、詩吟、コーラス、
ダンスなどの発表会が開かれ、芸術の秋を彩りました。�

　11月4日に対馬市交流センターで開
かれた厳原町文化まつりで、ダンスを
発表するミュージックスクールの子ど
もたち

いいのはできたかな？�
　11月3、4日に上県地区公民館で開催
された上県町文化まつりで、陶芸を体
験する参加者

　11月3日、美津島町体育館で開催さ
れた第4回みつしま町文化まつりでは、
舞踊や詩吟などの演目が披露され、大
きな拍手が送られていました。

　
上
対
馬
町
河
内
地
区
（
36
世
帯
、

1
2
0
人
）
で
11
月
17
、
18
日
の

２
日
間
、
地
区
公
民
館
を
会
場
に

「
第
１
回
河
内
の
里
文
化
展
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
地
域
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と

区
民
が
日
頃
か
ら
趣
味
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
盆
栽
、
写
真
、
工

芸
品
な
ど
を
持
ち
寄
っ
た
手
作
り

の
文
化
展
で
す
。

　
中
に
は
櫓
漕
ぎ
舟
に
よ
る
朝
鮮

海
峡
横
断
の
記
録
や
昔
の
捕
鯨
施

設
の
写
真
等
、
地
元
な
ら
で
は
の

貴
重
な
展
示
物
も
見
ら
れ
、
2
日

間
で
2
0
0
名
を
超
え
る
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　11月25日、対馬市交流センターで第17回対馬郷土芸能発表

大会が開かれ、各地に伝承されている盆踊りや民謡などの貴重

な郷土芸能が披露されました。この催しは、美しい自然と伝統

に培われ先祖代々受け継がれてきた対馬の郷土芸能を大切に

し、後生に伝えていこうと対馬島郷土芸能保存会が毎年主催し

ているのものです。

　練習を積み重ねてきた出演者たちによる郷土愛こもった熱

演に、観客は盛大な拍手を送り、遠い昔の先人たちの生活に思

いを馳せているようでした。
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大
盛
況
だ
っ
た

大
盛
況
だ
っ
た�

　
　
手
作
り
の
文
化
展

　
　
手
作
り
の
文
化
展�

大
盛
況
だ
っ
た�

　
　
手
作
り
の
文
化
展�展示写真に見入る人々�

上
対
馬
町
河
内
地
区

△曲の盆踊り（曲郷土芸能保存会）【厳原】�

△上里の盆踊り（上里郷土芸能保存会）【峰】�

△卯麦の盆踊り（豊玉小学校児童盆踊り保存会）【豊玉】�

�

△民謡「今里こんたん」を歌う�
　森山多恵子さん�
�

先祖から受け継いだ郷土芸能を披露 　第17回 対馬島郷土芸能発表大会�
�



【
中
学
生
の
作
文
】�

▽
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優�

　
秀
賞

　「
命
を
救
っ
て
い
る
税
金
」

　
　（
小
宮
慶
祐
・
　
知
中
３
年
）

�

▽
長
崎
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

　
長
賞

　「
税
金
に
感
謝
」

　
　（
一
宮
聡
恵
・
厳
原
中
３
年
）

�

▽
厳
原
税
務
署
長
賞

　「
社
会
に
恵
み
を
…
」

　
　（
梅
野
志
帆
・
　
知
中
３
年
）

　「
税
金
の
す
が
た
」

　
　（
俵
菜
奈
美
・
　
知
中
３
年
）

�

▽
対
馬
市
長
賞

　「
税
金
は
命
の
恩
人
」

　
　（
山
本
彩
乃
・
豊
玉
中
１
年
）

�

▽
厳
原
税
務
署
管
内
税
務
連
絡
協

　
議
会
長
賞�

　「
助
け
合
い
の
た
め
に
」

　
　（
吉
冨
健
・
厳
原
中
１
年
）

　「
税
の
あ
り
が
た
さ
」

　
　（
権
藤
舞
・
厳
原
中
３
年
）

　「
税
に
つ
い
て
」

　
　（
財
部
愛
里
・
比
田
勝
中
２
年
）

　「
未
来
を
つ
く
る
税
」

　
　（
神
宮
健
志
・
　
知
中
３
年
）

　「
税
の
つ
な
が
り
」

　
　（
田
中
彩
・
　
知
中
３
年
）

　「
税
金
と
私
た
ち
」

　
　（
田
代
美
穂
・
佐
護
中
３
年
）

�

▽
対
馬
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長

　
賞

　
　
受
賞
者
名
省
略
　
全
31
作
品

�【
高
校
生
の
作
文
】�

▽
厳
原
税
務
署
長
賞�

　「
未
来
を
担
う
税
金
を
み
つ
め
て
」

　
　（
木
原
亜
利
沙
・
対
馬
高
３
年
）

　「
税
金
は
原
動
力
」

　
　（
扇
沙
也
香
・
豊
玉
高
２
年
）

�
▽
長
崎
県
対
馬
地
方
局
長
賞�

　「
税
金
の
大
切
さ
」

　
　（
草
野
康
成
・
対
馬
高
３
年
）

▽
長
崎
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　
代
表
幹
事
賞

　「
税
の
役
割
」

　
　（
阿
比
留
未
優
・
豊
玉
高
３
年
）

�

▽
厳
原
税
務
署
管
内
税
務
連
絡
協

　
議
会
会
長
賞�

　「
今
の
税
金
＝
未
来
へ
導
く
税

　
金
へ
」

　
　（
多
田
詩
織
・
豊
玉
高
３
年
）

�

▽
対
馬
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会

　
長
賞

　「
さ
ま
ざ
ま
な
税
」

　
　（
斉
藤
健
太
・
豊
玉
高
２
年
）

�

▽
対
馬
間
税
会
会
長
賞�

　「
一
人
一
人
」
の
「
心
が
け
」
の

　「
大
切
さ
」

　
　（
小
田
天
志
・
対
馬
高
１
年
）

�

▽（
社
）対
馬
法
人
会
会
長
賞

　「
日
本
の
将
来
と
税
の
つ
な
が
り
」

　
　（
小
島
修
太
郎
・
豊
玉
高
３
年
）

　
税
の
教
育
の
一
環
と
し
て
、
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
募
集
し
た
平
成
19
年
度
の
税
に
関
す
る

中
学
生
・
高
校
生
の
作
文
の
入
選
作
が
厳
原
税
務
署
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
同
税
務
署
管
内
で
は
、
市
内
の
中

学
校
か
ら
4
3
4
点
、
高
校
か
ら
2
2
3
点
の
合
わ
せ
て
6
5
7
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
優
秀
作
品
に
対
し
て

賞
状
及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）�
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税
に
関
す
る
中
学
生

税
に
関
す
る
中
学
生
・
高
校
生
の
作
文

高
校
生
の
作
文�

税
に
関
す
る
中
学
生
・
高
校
生
の
作
文�

平
成
平
成
19
年
度
年
度�

平
成
19
年
度�

【
税
務
署
長
納
税
表
彰
受
彰
者
】�

　
〇
永
　
瀬
　
正
　
義
（
厳
原
）

　
　
対
馬
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事
・（
社
）対
馬
法
人
会
理
事

　
〇
脇
　
本
　
明
　
典
（
上
対
馬
）

　
　
対
馬
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
副
会
長
・（
社
）対
馬
法
人
会
理
事

　
　
対
馬
間
税
会
副
会
長

【
税
務
署
長
感
謝
状
受
贈
者
】�

　
〇
阿
比
留
　
秀
　
夫
（
厳
原
）（
社
）対
馬
法
人
会
理
事

　
〇
小
　
畑
　
　
　
誠
（
美
津
島
）
対
馬
市
商
工
会
峰
支
所
長

　
〇
中
　
島
　
徹
　
也
（
厳
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
理
士
法
人
ワ
イ
ズ
マ
ン
対
馬
事
務
所
所
員

【
間
接
税
申
告
納
税
制
度
施
行
45
周
年
記
念
感
謝
状
受
贈
者
】�

　
〇
渡
　
邊
　
昭
　
二
（
厳
原
）

　
　
　
　
　
　
福
岡
国
税
局
間
税
会
連
合
会
理
事
・
対
馬
間
税
会
会
長

【
租
税
教
育
推
進
校
税
務
署
長
感
謝
状
受
贈
者
】

　
○
対
馬
市
立
　
豊
中
学
校�

　平成19年度の税務署長納税表彰及
び感謝状贈呈式が11月14日、厳原町
で開催され、多年にわたる申告納税
制度の普及、発展並びに納税思想の
向上に功績をあげたとして、厳原税
務署長より６名に対し表彰状、感謝
状が贈られました。（敬称略）
　また、上対馬町の豊中学校には、
租税教育推進校として感謝状が贈ら
れました。

前列が表彰された方 （々左から４人目は税務署長）�

納 

税 

表 

彰�

納 

税 

表 

彰�



■
受
給
資
格
者
　
心
身
に
中
程
度

　
以
上
の
障
害
を
有
す
る
20
歳
未

　
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
も
し

　
く
は
母
、
ま
た
は
、
父
母
に
代

　
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

　
方
で
す
。
（
た
だ
し
、
障
害
を

　
事
由
に
公
的
年
金
を
受
給
で
き

　
る
児
童
、
児
童
福
祉
施
設
に
入

　
所
し
て
い
る
児
童
は
対
象
に
な

　
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
が
一

　
定
以
上
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ

　
ま
せ
ん
。
）

■
手
当
額

　
　

１
級
月
５
万
７
５
０
円

　
　

２
級
月
３
万
３
８
０
０
円

※
年
３
回
４
・
８
・
11
月
に
そ
の

　
前
月
ま
で
の
分
が
支
給
さ
れ
ま

　
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

対
馬
市
福
祉
事
務
所

　
☎
０
９
２
０（
５
８
）２
２
９
４

ま
た
は
各
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
・

各
支
所
住
民
生
活
課
ま
で
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10月～11月にかけて実施した集団健診の結果説明会を、下記の日程で開催します。�
多数のご参加をお待ちしています。�

【問い合わせ】保健部健康推進課　☎0920（58）1116�
　　　　　　  南福祉保健センター　☎0920（52）4888�
　　　　　　  北福祉保健センター　☎0920（84）2313

10：00～11：30�
13：00～14：30�
15：00～16：30�
10：00～11：30�
13：00～14：30�
15：00～16：30�
18：30～21：00�
  9：00～10：30�
11：00～11：30�
10：00～11：30�
13：00～14：30�
15：00～16：30�
10：00～11：30�
14：00～16：00�
10：00～11：30�
13：30～15：00�
�
�
�
�
�
�

14：00～16：00�
19：00～21：00�
�
�

浅藻へき地保健福祉館�
内院へき地福祉館�
久和生活館�
久田ありあけ勤労者会館�
内山老人憩いの家�
瀬農民センター�
豆酘地区公民館�
上山公民館�
日掛公民館�
上槻自治公民館�
久根田舎保健福祉館�
久根浜老人憩いの家�
阿連漁民集会所�
小茂田公民館（小茂田・浜）�
椎根公民館�
下原農民研修センター（下原・樫根・床屋）�

中対馬開発総合センター�
峰保健福祉センター�

12/17（月）�

�

12/18（火）�

�

12/20（木）�

12/21（金）�

12/25（火）�

12/26（水）�

�

�

�

�

�

12/26（水）�

�

�

�

�

1/10（木）～1/29（火）�

�

�

�

�

�

�

メタボリックシンドローム改善教室�

�

�

�

�

※11月号では12月20日となっておりましたが、都合により26日に変更しました。�

詳細につきましては対象の方（健診でメタボリック�
シンドロームと判定された方）に個別に通知いたします。�

厳原町事後指導日程�

峰町事後指導（日程の変更）�

上県町・上対馬町事後指導�

●健診結果説明会の開催日程●�

健 康 コ ー ナ ー �

『
ご
存
知
で
す
か
？�

　
　
特
別
児
童�

　
　
　
扶
養
手
当
制
度
』�

�

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
の

福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
た
手

当
で
す
。

日　　程　　　　　　　　　  時　　間　　　　　　　　　　　　　　 実施会場�

日　　程　　　　　　　　　  時　　間　　　　　　　　　　　　　　 実施会場�

日　　程　　　　　　　　     内　　容　　　　　　　　　　　　　　  実施会場�



・入園は、希望園において保護者同伴のうえ、面談を行い決定します。
　面談日＝平成20年1月25日（金）　　面談場所＝各幼稚園
・募集人員を超える場合は、面談終了後、改めて期日を設定し、
　抽選で入園者を決定します。抽選にもれた場合、定員に満たな
　い他の園があれば、再度申し込むことができます。
　再募集期間＝平成20年2月4日（月）～平成20年2月8日（金）
　※再募集がある場合、詳細については後日お知らせします。
・現在、在園中の園児については申込の必要はありません。
・退園希望者については、各園に申し出ください。

　平成20年４月１日から新たに保育所（園）、へき地保育所
の入所を希望される方は、受付期間内に申込手続きを行って
ください。
　○申込期間　平成20年1月15日（火）
　　　　　　　　　　～2月15日（金）
　○受付場所　福祉事務所福祉課、北・南福祉保健センター
　　　　　　　福祉保健班、各支所住民生活課、各保育所（園）、
　　　　　　　各へき地保育所
　○申 込 書　受付場所に用意しております。

　　　　　　「入園申込書」及び「誓約書」は、募集園及び教育委員会学校教育課、教育委員会各地区教育事務所並び
に、市役所市民課及び各支所住民生活課に用意しています。
必要事項を記入し、住民票（謄本）を添付のうえ、募集園又は下記教育委員会学校教育課及び各地区教育事務所に提
出してください。
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平成20年度　保育所（園）、へき地保育所入所申込について�

平成20年度 対馬市立幼稚園 入園児募集�

◆市内各保育所（園）募集定員・連絡先�

○募 集 園 （各幼稚園とも通園区域は対馬市全域）�

○募集人員（各幼稚園とも）�

○募集期間　平成19年12月10日（月）～平成20年1月11日（金）�
○申込方法�

○そ の 他 �

○入園料・保育料�

【問い合わせ】　対馬市教育委員会　学校教育課　☎０９２０（８６）３２１２�

※入園料及び保育料については、国の基準�
　単価により改定されることもあります。�

福祉事務所福祉課�

南福祉保健センター福祉保健班�

美津島支所住民生活課�

峰支所住民生活課�

北福祉保健センター福祉保健班�

上対馬支所住民生活課�

親愛　　　　（☎52‐1183）�

豊玉南　　　（☎59‐0435）�

仁田　　　　（☎85‐0504）�

泉　　　　　（☎86‐2347）�

佐須へき地　（☎56‐0147）�

小船越へき地（☎55‐0001）�

西へき地　　（☎53‐2120）�

小綱へき地　（☎58‐1517）�

佐護へき地　（☎84‐5254）�

厳原幼稚園�

久田幼稚園�

豆酘幼稚園�

鶏鳴幼稚園�

比田勝幼稚園�

5歳児（1年保育）�

4歳児（2年保育）�

3歳児（3年保育）�

35名�

35名�

20名�

平成14年4月2日～平成15年4月1日生�

平成15年4月2日～平成16年4月1日生�

平成16年4月2日～平成17年4月1日生�

※北幼稚園については、平成20年度から厳原幼稚園へ統合し閉園（予定）する�
ため、入園児の募集は行いません。�

厳原町今屋敷670番地�

厳原町久田432番地�

厳原町豆酘2286番地の4�

美津島町　知乙588番地3 �

上対馬町比田勝720番地�

入園料�

保育料�

入園料�

保育料�

入園料�

保育料�

５歳児�
(１年保育)�
�
４歳児�
(２年保育)�
�
３歳児�
(３年保育)

9,000円�

6,100円�

9,000円�

6,100円�

12,000円�

9,100円�

☎ 52‐0134�

☎ 52‐2843�

☎ 57‐0740�

☎ 54‐2366�

☎ 86‐2238

厳原南　　　（☎52‐2299）�

佐賀　　　　（☎82‐0049）�

佐須奈　　　（☎84‐2112）�

阿連へき地　（☎56‐1126）�

豆酘へき地　（☎57‐1920）�

賀谷へき地　（☎55‐1003）�

仁位へき地　（☎58‐1518）�

塩浜へき地　（☎58‐1367）�

一重へき地　（☎87‐0359）�

　知　　　　（☎54‐2343）�

三根　　　　（☎83‐0179）�

比田勝　　　（☎86‐3185）�

久根へき地　（☎57‐1172）�

大船越へき地（☎54‐2824）�

竹敷へき地　（☎54‐3735）�

乙宮へき地　（☎58‐1541）�

久原へき地　（☎85‐0169）�

210名�

60名�

60名�

30名�

30名�

30名�

30名�

40名�

30名�

180名�

45名�

45名�

25名�

25名�

30名�

70名�

25名�

45名�

120名�

45名�

60名�

30名�

45名�

30名�

35名�

30名�

問い合わせ　　　　　　　 電話番号�

☎58-2294�

☎53-6111�

☎54-2271�

☎83-0304�

☎84-2312�

☎86-3112

保育所（園）名　　　　　定員　　　　　保育所（園）名　　　　　 定員　　　　　保育所（園）名　　　　　定員�

園　　名　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　 電　　話�

区　　分　　　　　　　　　　　生　年　月　日　　　　　　　　  募集人員�

　　〃　　南地区教育事務所〔厳原〕�☎52‐8855

教育委員会学校教育課〔上対馬〕� ☎86‐3212

　　〃　　北地区教育事務所〔峰〕� ☎83‐0581
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【制度のポイント】�
　●75歳以上の方が対象となります。（一定以上の障害のある方は65歳以上）�
　●平成20年3月中に、新しい保険証が1人に1枚交付されます。�
　　老人医療受給者証をお持ちの方は、制度開始の際、手続きは不要です。�
　●窓口業務、保険料徴収は対馬市が行い、制度の運営は長崎県後期高齢者医療広域連合が行います。�

　●医療費の負担割合は、現在の老人保健制度と同様に、一般の方は1割、現役並み所得者は3割です。�

○保険料は介護保険料と同様、個人ごとに算定されます。�
○これまで加入していた国民健康保険や被用者保険は脱退し、これらの医療保険で負担していた保険料は
　なくなります。代わりに後期高齢者医療制度の保険料を納めることになります。�
○保険料額は原則として、県内均一の被保険者均等割額と所得割額の合算額になります。�
�

�

�

�

�
○保険料額（賦課額）の賦課限度額は50万円に設定されます。�

○所得の少ない方については、所得に応じてそれぞれ次に掲げる割合の被保険者均等割額を減額します。�
�

�

�

�

○これまで、被用者保険に加入している子どもなどの被扶養者となっていたため保険料を負担
　していなかった方については、激変緩和の観点から、後期高齢者医療制度に加入したときから2年間、
　被保険者均等割額を5割減額し、また、所得割額は賦課しません。�
　なお、平成20年度については、平成20年4月から9月までの6ヶ月間は保険料を徴収せず、10月から平
　成21年3月までの6ヶ月間は被保険者均等割額を9割減額する措置がなされます。�

�

�

�

�

�○これらの減額制度に該当する方の手続きは不要です。�

○年金を受給している方は、原則として年金から保険料を天引き（特別徴収）させていただきます。�
　・ただし、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の半分を超える方、年金額が年間18万円以下の方
　　などについては、天引きは行いません。お住まいの市町から送られてくる納付書または口座振替によ
　　り納めていただきます。�

【平成20年度の減額措置】�

　①平成20年9月までしか資格のない方は、保険料は賦課されません。�

　②平成20年10月から平成21年3月までの半年間は、被保険者均等割額を9割減額します。�

　※平成20年10月以降に資格を取得される方や年度途中で資格を喪失される方については、

　資格を有する期間を考慮して保険料が賦課されます。�
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お問い合わせは、対馬市保険課 国保老人保健班　☎0920（58）1118（内線157,158）�
または、長崎県後期高齢者医療広域連合　☎095（816）3930

総所得額とは、「年金収入ー公的年金控除」、「給与収入ー給与所得控除」、「事業収入ー必要経費」
等で各種所得控除前の金額です。また、退職所得以外の分離課税の所得金額（土地・建物や株式等
の譲渡所得などで特別控除後の額）も総所得金額等に含まれます。�

被保険者と世帯主の前年の所得の合計額が�

保険料額  = 被保険者均等割額�
1人につき42,400円�

所得割額（所得に応じた額）�
（総所得額等ー基礎控除額33万円）×7.8％�

7割減額�

5割減額�

2割減額�

33万円以下の場合�

33万円+〔24万5千円×被保険者数（被保険者である世帯主を除く）〕以下の場合�

33万円+（35万円×被保険者数）以下の場合�

+

保険料の計算方法�

後期高齢者医療の保険料�

保険料の減額について�

保険料の納め方�

4月�4月�
平成20年�

スタート�

平成20年�

スタート�

（2年ごとに見直されます）�
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国
指
定
史
跡
　
塔
の
首
遺
跡
　
上
対
馬
町
古
里�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

　
上
対
馬
町
の
比
田
勝
市
街
を
ぬ

け
る
と
古
里
に
い
た
り
ま
す
。
古

里
川
を
渡
る
と
西
側
に
小
高
い
丘

が
あ
り
、
頂
上
に
塔
の
首
遺
跡
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
は
今
か
ら

約
1
9
0
0
年
前
（
弥
生
時
代
後

期
）
に
築
か
れ
た
墓
で
、
現
在
は

3
基
の
箱
式
石
棺
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。

　
箱
式
石
棺
と
は
数
枚
の
平
た
い

石
を
地
面
に
立
て
て
、
長
方
形
の

箱
形
に
組
ん
だ
棺
の
こ
と
で
す
。

遺
跡
の
中
で
最
も
大
き
い
箱
式
石

棺
は
長
さ
約
1
8
0
セ
ン
チ
、
幅

約
40
セ
ン
チ
、
深
さ
は
約
40
セ
ン

チ
の
大
き
さ
で
す
。
こ
の
中
に
死

ん
だ
人
を
納
棺
し
、
上
か
ら
大
き

な
石
を
か
ぶ
せ
、
さ
ら
に
土
で
お

お
っ
て
墓
を
作
り
ま
す
。

　
昭
和
46
年
3
月
7
日
、
当
時
小

学
5
年
生
の
金
広
和
君
に
よ
っ
て

塔
の
首
遺
跡
は
発
見
さ
れ
、
遺
跡

発
見
か
ら
2
ヶ
月
を
待
た
ず
、
同

年
4
月
26
日
に
異
例
の
速
さ
で
緊

急
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
4
基
の
箱
式
石
棺
の
う
ち
、
1

基
は
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

残
る
3
基
は
原
形
を
保
っ
て
い
ま

し
た
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
3
基

の
墓
の
内
外
か
ら
は
死
ん
だ
人
を

と
む
ら
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

物
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
第
3
号
石
棺
で
は
、

北
部
九
州
産
の
広
鋒
銅
矛
２
口
、

ガ
ラ
ス
玉
約
８
千
個
、
土
器
、
朝

鮮
半
島
系
の
土
器
、
中
国
系
の
銅

釧（
腕
輪
）７
個
、
こ
の
墓
に
葬
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
20
歳
代
前
半
の

女
性
の
歯
7
個
な
ど
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

　
副
葬
品
（
墓
に
納
め
ら
れ
た
物

品
）
は
倭
国
（
日
本
）
で
作
ら
れ

た
も
の
の
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
系
、

中
国
系
の
物
ま
で
が
同
じ
墓
に
納

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

出
土
品
か
ら
当
時
の
人
た
ち
が
北

は
朝
鮮
半
島
、
南
は
北
部
九
州
と

盛
ん
に
交
易
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
対
馬
は
い
つ
の
時
代

も
食
料
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、

食
料
を
確
保
す
る
た
め
に
舟
で
島

の
外
に
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
弥
生
時
代
中
期
後
半
頃
（
約

2
1
0
0
年
前
）か
ら
、食
料
を
確

保
す
る
ル
ー
ト
が
朝
鮮
半
島
南
岸

に
確
立
さ
れ
る
と
、
対
馬
の
人
た

ち
の
交
易
は
一
層
盛
ん
に
な
り
、

人
口
も
増
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
品

が
ル
ー
ト
先
の
現
場
か
ら
島
内
に

持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
塔
の
首
遺
跡
が
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
時
代
の
交

易
の
実
態
が
副
葬
品
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

と
う

く
び

い

せ
き

○
免
除
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
　
収
入
が
な
い
等
の
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

　
難
な
場
合
に
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
」「
若
年
者
納
付

　
猶
予
」「
学
生
納
付
特
例
」
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
　
所
得
額
等
に
応
じ
た
承
認
基
準
を
満
た
し
て
承
認
さ
れ
る

　
と
、
承
認
期
間
は
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
参

　
入
さ
れ
る
う
え
、
追
納
（
承
認
期
間
の
年
金
額
計
算
を
満
額

　
に
す
る
た
め
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
）
が
で
き

　
る
期
間
が
10
年
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
、
届
出
が
お
済
み
で
な

　
い
方
は
、
市
役
所
の
年
金
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
は�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
に
保
管
し
て
ま
す
か

　
　
11
月
よ
り
順
次
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

　
証
明
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

　
手
続
き
の
際
に
は
、
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
●
万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

　
　
　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０（
０
０
）９
９
１
１
ま
で

　
　
　
　
　
平
成
19
年
11
月
１
日
〜
平
成
20
年
３
月
14
日

　
　
　
　
　
平
日
９
‥
０
０
〜
17
‥
０
０

　
　
●
ひ
か
り
電
話
等
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
４
５（
３
２
６
）１
８
４
０
へ
　

　
注
意
…
市
役
所
の
年
金
窓
口
で
は
交
付
出
来
ま
せ
ん�

【
問
い
合
わ
せ
】

　
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所
　
☎
０
９
５（
８
６
１
）１
２
１
１

▼
社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

　
◎
１
月
22
日（
火
）　
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
馬
市
役
所
１
階
会
議
室�

　
◎
１
月
23
日（
水
）　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
津
島
支
所
別
館
会
議
室�

ふ
る
さ
と

は
こ

し
き

せ
き

か
ん

ひ
つ
ぎ

ひ
ろ

み
ね

ど
う

ほ
こ

ど
う

く
し
ろ

ふ
く

そ
う

ひ
ん

わ

こ
く

塔の首遺跡の箱式石棺�
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平成平成20年度対馬市建設工事年度対馬市建設工事・建設関連建設関連（コンサルタント）（コンサルタント）・物品物品・役務の役務の�
提供等の入札参加資格申請書審査実施要領について提供等の入札参加資格申請書審査実施要領について�

平成平成20年度対馬市建設工事年度対馬市建設工事・建設関連建設関連（コンサルタント）（コンサルタント）・物品物品・役務の役務の�
提供等の入札参加資格申請書審査実施要領について提供等の入札参加資格申請書審査実施要領について�

平成20年度対馬市建設工事・建設関連（コンサルタント）・物品・役務の�
提供等の入札参加資格申請書審査実施要領について�

１．資　　格�
【共　　　　　　　通】　（１）地方自治法施行令第167条の４第１項及び第２項に規定する者でない者�
　　　　　　　　　　　（２）対馬市税並びに消費税及び地方消費税等に未納がない者�
【建 　 設 　 工 　 事】　（１）建設業法第３条第１項の許可を受けている者�
　　　　　　　　　　　（２）建設業法第27条の29の規定による総合評定値請求を行った者�
【コ ン サ ル タ ン ト】　（１）法律上営業に関し、登録等を義務付けられている業務は、登録を受けている者�
【物品・役務の提供等】　（１）法律上営業に関し、登録等を義務付けられている業務は、登録を受けている者�
　　　　　　　　　　　（２）原則として１年以上の営業実績を有する者�

※物　　　品…スポーツ用品・楽器・図書・教材・事務用品・印刷・繊維・看板・掲示板製作・車両・燃料・電気製品・衛生機器　等�
※役務の提供…清掃・警備・機械設備保守・運送・リース　等�

３．資格の有効期間�
平成20年４月１日から平成21年３月31日までの１年間�

２．受付場所�

４．申請書様式�
中央公契連（国）の統一様式及び対馬市独自の様式による。�

５．実施要領及び申請書独自様式の入手方法�
（１）必要な方は、下記の場所でお申し出ください。�

６．受付期間・方法�
受付は次の期間に限り行うものとし、受付時間は９：00～12：00と13：00～16：30とします。�
なお、郵送による受付は行いませんので、提出書類の記載内容全般に精通した方がご持参下さい。�

住　　　　所�

対馬市厳原町国分１４４１番地�

対馬市美津島町 知甲５５０番地２�

対馬市豊玉町仁位３８０番地�

対馬市峰町三根４５１番地�

対馬市上県町佐須奈甲５６７番地３�

対馬市上対馬町比田勝５７５番地１�

配　布　場　所�

対馬市役所　総務部入札契約課�

美津島支所　地域振興課�

豊玉支所　　　　〃�

峰支所　　　　　〃�

上県支所　　　　〃�

上対馬支所　　　〃�

電　　　話�

☎０９２０（５３）６１１１�

受　　付　　日� 商 号 の 頭 文 字 �

☎０９２０（５４）２２７１�

☎０９２０（５８）１１１１�

☎０９２０（８３）０３０１�

☎０９２０（８４）２３１１�

☎０９２０（８６）３１１１�

（２）インターネット利用の場合�
　　対馬市ホームページからダウンロードして入手できます。　http://www.city.tsushima.nagasaki.jp

対馬市総務部　入札契約課　☎０９２０（５３）６１１１（代表）�７．問い合わせ先�

平成20年１月16日（水）�

　  〃  　１月17日（木）�

　  〃  　１月18日（金）�

　  〃  　１月21日（月）�

　  〃  　１月23日（水）�

　  〃  　１月24日（木）�

　  〃  　１月25日（金）�

　  〃  　１月28日（月）�

　  〃  　１月30日（水）�

　  〃  　１月31日（木）�

　  〃  　２月 １日（金）�

【市外業者】ア行（ア～エ）�

【市外業者】ア行（オ）・カ行（カ）�

【市外業者】カ行（キ）�

【市外業者】カ行（ク～コ）�

【市外業者】サ行（サ）�

【市外業者】サ行（シ）�

【市外業者】サ行（ス～ソ）・タ行（チ～テ）�

【市外業者】タ行（タ）�

【市外業者】タ行（ト）・ナ行（ナ）�

【市外業者】ナ行（ヌ～ノ）・ハ行（ハ・ヒ）�

【市外業者】ナ行（ニ）�

�

平成20年２月 ４日（月）�

　  〃  　２月 ６日（水）�

　  〃  　２月 ７日（木）�

　  〃  　２月 ８日（金）�

　  〃  　２月13日（水）�

　  〃  　２月14日（木）�

　  〃  　２月15日（金）�

　  〃  　２月18日（月）�

　  〃  　２月20日（水）�

　  〃  　２月21日（木）�

　  〃  　２月22日（金）�

【市外業者】ハ行（フ～ホ）�

【市外業者】マ行～�

【市内業者】ア行�

【市内業者】カ行�

【市内業者】サ行�

【市内業者】タ行（タ・チ）�

【市内業者】タ行（ツ～ト）・ナ行�

【市内業者】ハ行�

【市内業者】マ行～�

受　　付　　日� 商 号 の 頭 文 字 �

※予備日�
　都合により指定日に申請できなか�
　った者はこの期間にお願いします。�

対馬市役所美津島支所 別館会議室　 長崎県対馬市美津島町 知甲550‐2
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対
馬
で
遊
漁
を
楽
し
ま
れ
る
皆
様
へ�

対
馬
で
遊
漁
を
楽
し
ま
れ
る
皆
様
へ�

①
ま
き
餌
の
総
量
制
限�

　
１
人
１
日
、
10�
kg
以
内�

②
時
期
、
時
間
の
制
限�

　
12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で�

の
間
は
、
午
後
９
時
か
ら
午
前
６�

時
ま
で
の
ま
き
餌
釣
り
を
禁
止�

③
釣
獲
量
の
制
限�

　
ま
き
餌
釣
り
に
よ
る
釣
獲
量
は
、�

１
回
の
釣
行
で
の
実
釣
日
数
に
か�

か
わ
ら
ず
１
人
１
釣
行
、10�
kg
以
内�

④
体
長
の
制
限�

　
チ
ヌ
20�
cm
、
ク
ロ
15�
cm
以
下
は�

再
放
流
。�

①
ま
き
餌
の
総
量
制
限�

②
時
期
、
時
間
の
制
限�

③
釣
獲
量
の
制
限�

■
問
い
合
わ
せ�

対
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会�

事
務
局 

対
馬
地
方
局 

水
産
課�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
３
１
１�

■
問
い
合
わ
せ�

対
馬
沿
岸
海
域
利
用
対
策
協
議
会�

事
務
局 

対
馬
市
役
所 

水
産
振
興
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
対
馬
で
は
「
対
馬
に
お
け
る
遊
漁
ル
ー
ル
」
や
、
「
対
馬
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
指
示
」
に
よ
っ
て
、
秩
序
あ
る
遊
漁
、
適
正
な
漁
場
利
用

の
確
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。�

　
「
遊
漁
ル
ー
ル
」
、「
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
資
源
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

　
尚
、「
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
に
違
反
す
る
と
長
崎
県
知
事
に
よ
る

遵
守
命
令
が
発
せ
ら
れ
、
命
令
違
反
に
は
罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。�

★
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！�

外
国
人
の
方
は
、�

「
ま
き
餌
釣
り
」�

そ
の
も
の
が
法
律�

で
禁
止
さ
れ
て
い�

ま
す
。�

漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に
関
す
る�

詳
細
事
項
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ�

せ
く
だ
さ
い
。�

　
違
反
し
た
場
合
は
３
年
以
下
の
懲�

役
、
若
し
く
は
４
０
０
万
円
以
下
の�

罰
金
、
又
は
こ
れ
ら
が
併
科
さ
れ
ま�

す
。�

対
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示�

遊

漁

ル

ー

ル

�

廃棄物対策課　☎0920（53）6111

　地球温暖化を防止するためのアイディアを募集し優秀作品を選考する「エ

コライフコンテストin長崎」が11月10日、長崎県美術館で開催され、美

津島町 知の豊田涼子さんが「元気菜！コンテスト～生ゴミリサイクル、

元気でECO菜人～」を発表し、見事優勝しました。

　食生活改善推進協議会で活躍されている豊田さんは、生ゴミを堆肥と

してリサイクルし栄養価の高い野菜を育て、それを食育につなげるとい

う自分たちで実践している活動内容を発表。今後も生ゴミリサイクルで

地球環境の保護に取り組む「ECO菜人」の輪を広げていきますと訴えま

した。

　豊田さんは、２月９日に東京で開催される全国大会に長崎県代表とし

て出場します。「全国に取り組みを伝え、対馬をＰＲしたい」と抱負を

話していました。

　11月７日から10日までの４日間、女優の黒田福美さんが総務省事業
「合併市町村の旅」の番組ロケのため対馬市を訪れました。この番組は
来年３月に、政府広報やインターネットテレビ、ＢＳ日本テレビで対
馬市を紹介します。
　対馬市の紹介役を快く引き受けてくれた黒田さんは、白嶽登山や魚
釣り、真珠加工や硯製作体験など精力的にロケを行っていました。
(写真は白嶽頂上での様子）

エコライフコンテスト in長崎で�

「生ゴミリサイクル」を訴え優勝�
豊 田 涼 子さん�（美津島町）

黒田福美さん対馬市で番組ロケ

な�

エ　コ� な�ひと�

エ　コ� な�ひと�
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経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
統
計

調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

　
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
企
業
、
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
内
容
に
つ
い
て
、
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
調
査
よ
り
調
査

項
目
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の

で
、
調
査
票
の
記
入
に
あ
た
っ
て

は
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　
戦
争
や
原
爆
の
惨
状
を
次
世
代

に
語
り
継
ぐ
た
め
、
時
津
町
が
制

作
し
た
被
爆
体
験
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
テ
レ

ビ
放
映
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
番
組
名

　
時
津
町
被
爆
体
験
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
「
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
あ
の
日
を
語
り
継
ぐ
」

■
放
送
曰
　
１
月
21
日（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時

■
放
送
局
　
Ｋ
Ｔ
Ｎ
テ
レ
ビ
長
崎

■
放
送
内
容
　
写
真
や
映
像
を
交

　
え
な
が
ら
被
爆
者
６
人
の
証
言

　
を
紹
介
。
戦
時
下
の
暮
ら
し
や

　
教
育
、
長
崎
市
や
時
津
町
の
被

　
爆
の
惨
状
な
ど
を
語
り
、
核
兵

　
器
や
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会

　
の
実
現
を
訴
え
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働

く
方
々
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退

職
金
制
度
で
す
。
現
場
で
働
く
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を

や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職

金
が
支
払
わ
れ
る
業
界
全
体
で
の

退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主�

　
建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者�

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
　
金
　
日
額
３
１
０
円

■
特
　
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

　
手
続
は
簡
単

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の

　
対
象

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
で
、
税
法

　
上
全
額
非
課
税

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

　
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
建
退
共
長
崎
支
部

　
☎
０
９
５（
８
２
６
）２
２
８
５

　
℻
０
９
５（
８
２
６
）２
２
８
９

Ⅰ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク�

　
34
歳
以
下
の
若
者
を
対
象
と
し

て
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
や
情
報
提
供
な
ど
に

よ
り
、
仕
事
さ
が
し
を
支
援
し
ま

す
。

■
場
　
所�

　
長
崎
「
り
そ
な
ビ
ル
」
４
階

　
☎
０
９
５（
８
２
９
）０
４
９
１

　
佐
世
保「
明
治
安
田
生
命
ビ
ル
」２
階

　
☎
０
９
５
６（
２
４
）７
４
３
１

　
※
電
子
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
。

　h
ttp://w

w
w

.fresh
w

ork
.jp/

Ⅱ
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
概
ね
35
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
て
、
個
別
相
談
、
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー
、
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
、

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
場
　
所�

　
長
崎
「
り
そ
な
ビ
ル
」
４
階

　
☎
０
９
５（
８
１
８
）８
７
８
９

　
佐
世
保「
明
治
安
田
生
命
ビ
ル
」２
階

　
☎
０
９
５
６（
２
４
）１
０
９
０

　
ま
た
、
離
島
地
区
で
は
出
前
相

　
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
※
電
子
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受

　
け
付
け
て
い
ま
す
。

　h
ttp://w

w
w

.pref,n
ag

asak
i.

　jp
/

k
o

y
o

/
b

o
sh

u
/

0
7
0
4
0
9

Ⅲ
「
な
が
さ
き
お
仕
事
市
場
」

　
県
内
で
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

と
人
材
を
探
し
て
い
る
企
業
が
情

報
を
登
録
し
、
専
用W

E
B

メ
ー

ル
に
よ
る
就
職
・
採
用
に
向
け
た

連
絡
が
相
互
に
で
き
る
無
料
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.oshigotoichiba.jp/

■
携
帯
電
話
用

　http://w
w

w
.oshigotoichiba.jp/

　m
o

b
ile

　
放
送
大
学
は
、
働
き
な
が
ら
自

宅
等
で
学
習
が
で
き
、
大
学
卒
業

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ�

お
知
ら
せ�

被
爆
体
験
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

被
爆
体
験
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の�

テ
レ
ビ
放
送

テ
レ
ビ
放
送�
被
爆
体
験
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の�

テ
レ
ビ
放
送�

時
津
町
役
場
企
画
財
政
課�

☎
０
９
５（
８
８
２
）２
２
１
１�

知
っ
て
い
ま
す
か
建
退
共
制
度�

建
退
共
長
崎
支
部�

☎
０
９
５（
８
２
６
）２
２
８
５�

統
計
調
査
に
御
協
力
を

統
計
調
査
に
御
協
力
を�

統
計
調
査
に
御
協
力
を�

対
馬
市
　
政
策
企
画
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

求
職
者
支
援
施
策
の
紹
介

求
職
者
支
援
施
策
の
紹
介�

求
職
者
支
援
施
策
の
紹
介�

長
崎
県
　
雇
用
労
政
課�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
７
１
５�

放
送
大
学

放
送
大
学�

2020
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集

年
度
第
１
学
期
学
生
募
集�

放
送
大
学�

20
年
度
第
１
学
期
学
生
募
集�

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー�

☎
０
９
５（
８
１
３
）１
３
１
７�

募
　
集

募
　
集�

募
　
集�

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ�

建
設
現
場
で
働
く
方
の

建
設
現
場
で
働
く
方
の�

退
職
金
制
度

退
職
金
制
度�

建
設
現
場
で
働
く
方
の�

退
職
金
制
度�
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■募集種目　自衛隊生徒（陸）

■資　　格　中卒（見込含）～

　　　　　　　　17歳未満の男子

■受付期間　平成19年11月１日

　　　　　　～平成20年１月８日

■一次試験　平成20年１月12日

■試 験 場　対馬市交流センター

【問い合わせ】�
　対馬市役所・各支所又は�
　自衛隊長崎地方協力本部�
　対馬駐在員事務所�
　☎０９２０（５２）０９０８�

平成19年度

自衛隊生徒募集案内

110番  地域を守る�
ホットライン�

の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。

　
ま
た
１
科
目
か
ら
で
も
学
習
が

で
き
、
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

授
業
は
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
ス

カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
）
で
視
聴

可
能
で
す
。
ま
た
、
各
地
の
学
習

セ
ン
タ
ー
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
生
　
教
養
学
部
（
全
科

履
修
生
、
科
目
履
修
生
、
選
科
履

修
生
）
、
大
学
院
（
修
士
科
目
生
、

修
士
選
科
生
）

■
願
書
受
付
　
12
月
15
日
か
ら

　
　
　
　
20
年
２
月
29
日
ま
で

■
入
学
日
（
授
業
開
始
日
）

　
　
　
　
20
年
４
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
〒
８
５
２
‐
８
５
２
１

　
長
崎
市
文
教
町
１
番
14
号

　（
長
崎
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）

　
☎
０
９
５（
８
１
３
）１
３
１
７

　
広
域
通
信
制
高
等
学
校
、
福
祉

通
信
教
育
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
学
生
・
受
講
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
無
料
の

案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容�

１.
高
等
学
校
普
通
科
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
の
放
送
を
利
用
し
て
３
年
で
高

　
校
卒
業
資
格
取
得
）

２.

専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

　（
介
護
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
・

　
２
年
制
）

３.

社
会
福
祉
士
養
成
課
程
（
社

　
会
福
祉
士
受
験
資
格
取
得
・
２

　
年
制
）

４.

生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味

　
か
ら
資
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー

　
ス
以
上
）

■
募
集
期
間�

１.

高
等
学
校
普
遍
科

　
　
　
　
２
月
１
日
〜
４
月
20
日

２.

専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー
ス

　
一
次
募
集
　
12
月
20
日
〜
１
月
21
日

　
二
次
募
集
　
２
月
20
日
〜
３
月
17
日

３.

社
会
福
祉
士
養
成
課
程

　
一
次
募
集
　
12
月
１
日
〜
１
月
23
日

　
二
次
募
集
　
２
月
１
日
〜
３
月
５
日

４.

生
涯
学
習
通
信
講
座

　
　
　
　
通
年
申
込
受
付
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
☎
０
４
２（
５
７
２
）３
１
５
１（
代
表
）

　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０（
０
６
）８
８
８
１

■
受
験
資
格
　
中
学
校
卒
業
以
上

　（
20
年
３
月
卒
業
予
定
者
含
む
）

■
修
業
年
限
　
３
年

　
　
　
　（
高
卒
同
等
資
格
付
与
）

■
募
集
人
員
　
本
科
30
名

■
入
学
試
験
日

①
推
薦:

１
月
25
日

　
（
願
書
受
付:

１
月
７
日
〜
１

　
月
21
日
／
試
験:

作
文
、
基
礎

　
的
な
数
学
学
力
検
査
、
面
接
及

　
び
身
体
検
査)

②
一
般:

２
月
10
日

　
（
願
書
受
付:

１
月
７
日
〜
２

　
月
５
日
／
試
験
科
目:

国
語
、数

　
学
、英
語
、面
接
及
び
身
体
検
査)

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
教

　
務
課
　
〒
８
５
９
‐
２
５
０
３

　
長
崎
県
南
島
原
市
口
之
津
町
丁

　
５
７
８
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園�

20
年
度
入
学
生

年
度
入
学
生
・
受
講
者
募
集

受
講
者
募
集�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園�

20
年
度
入
学
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10月21日から長崎県の最低賃金は�

　県内のすべての労働者（パート・アルバイト等を含む）に�
適用されます。�
　詳しくは、長崎労働局賃金室　☎095（801）0033�
　または、最寄りの労働基準監督署まで�

長崎県の最低賃金�

時間額619円

守ろう！確かめよう！この最低賃金�

①１１０番は緊急の事件・事故の際の
緊急電話です。�
　○相談に関するもの　○免許証の更新
　○落とし物の届出等緊急でない用件は、
　　「＃９１１０」又は各警察署にお問い
　　合わせください。

②１１０番のかけ方�
　「家庭の電話」「携帯電話」など全て
　市外局番なしで「１１０」をダイヤル。

③１１０番はどこにつながるの？�
　１１０番は地元の警察署ではなく、全
　て長崎市の長崎県警察本部通信指令室
　につながります。
　かけるときは落ち着いて　
　①「事件」か「事故」か　②発生場所は、
　「長崎県」の「○○市」「○○町」、目印と
　なる目標物　③犯人は、どんな格好で、
　どんな手段で（車で？走って？）どち
　らの方向に逃げた　④怪我など被害の
　程度⑤あなたの氏名、電話番号等を伝
　えてください。

④携帯電話で１１０番通報を行う場合
　には、発生の場所の番地、目標物を
　確認してください。また、通話中は
　できる限り場所を移動しないでくだ
　さい。�
�
【問い合わせ】�
　●対馬南警察署　☎（５２）０１１０�
　●対馬北警察署　☎（８４）２１１０�
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〔問い合わせ〕 �
保健部健康推進課�
☎0920（58）1116

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�峰

支部�

　峰支部では環境美化活動の一環として、廃油ろうそく作りや、米のとぎ汁発酵液作りを実施してい

ます。捨てればゴミの廃油をろうそくにして、エコに一役。玄関の電気を消してろうそくのほのかな

灯りを、いろいろ工夫して楽しんで下さい。�

　米のとぎ汁はそのまま流せば川や海を汚してしまいます。とぎ汁発酵液は川や海をきれいにしてく

れます。台所、洗濯、風呂、トイレに。花や野菜の肥料としても使えます。ぜひお試し下さい。�

・鍋・廃油・凝固剤・ろうそく・たこ糸�
・カップ�

堅めのアルミカップ又はヨーグルトの�
カップなど�（� ）�

１．廃油を200cc鍋に入れ、80℃くらいに温める。�
　　（高温になると発火のおそれがありますので、
　　火のそばから離れないで下さい。）�
　　※色をつけたい場合はクレヨンを削って入れ
　　かき混ぜる。�
２．凝固剤を入れる。火を止めて凝固剤15gを入れ、
　　溶けるまでよくかき混ぜる。�
　　※香りをつけたいときはアロマオイルを入れる。�
３．芯を作り立てる。ろうそくを鍋に入れ、湯煎
　　で溶かす。ろうそくの溶けた鍋にたこ糸を入れ、
　　ロウをつけたら取り出し、固まったら適当な
　　長さに切り、３股に割いて接着剤でカップの
　　底に固定させる。�
４．廃油を移し固める。新聞紙を広げカップを並
　　べる。鍋が手で触れるくらいまで冷めたら、
　　大さじ１杯をカップに移す。50℃くらいにな
　　ると一気に固まる。�
　　※廃油が高温だと芯がおれる可能性があります。�
５．固まったら完成！�

ケガや火傷・事故に十分注意しましょう。�
火を灯す時は目を離さないで下さい。�
使った後は燃えるゴミに捨てて下さい。�

・米のとぎ汁…２リットル�
・EM1またはEMW…20cc�
�
�
・糖蜜または砂糖…20cc�
・ペットボトル ・じょうご ・ボール�

※EMとは汚染物を浄化するパワーを持つ有用微生物群のこと�
　です。市内の一部のスーパーで販売されています。�

１．ボールにEMと糖蜜または砂糖、米のとぎ汁を
　　入れよくかき混ぜます。�
２．１をじょうごを使ってペットボトルに入れます。�
３．しっかりふたを閉めて密閉状態にします。�
４．冷蔵庫の横など比較的温かい所において４～
　　７日でできあがり。�

１．EM、糖蜜（または砂糖）をちょっと多めに入
　　れる。�
２．とぎ汁、EM、糖蜜（または砂糖）をよくかき
　　混ぜる。�
３．温かいところ（30～40℃）に置く。冬場は風
　　呂の湯につけておくとよい。�
４．密閉はしっかりすること。�
５．発酵が始まったら必ずガス抜きをすること。�
６．前回作った米のとぎ汁発酵液を10分の１程度
　　残しておき、その中に新しい米のとぎ汁と糖
　　蜜または砂糖とEMを加えて発酵させる。この
　　作業を繰り返すことによって菌の密度を上げ
　　ることができる。�
７．糖蜜のかわりに砂糖を使用する場合は、自然
　　塩を少々入れると発酵しやすくなる。�

（とぎ始めの濃いもの）�

（キャップ約３杯分）�

ペットボトル（２リットル用）�
で作る場合�
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　仕事帰りにミカンをたくさん買って、コタツの中で食べながらごろごろするのが私

の最近の小さな楽しみです。留学時代はコタツがなく温風器だけだったので、日本の

冬は寒すぎると思っていましたが、去年から愛用しているこのコタツは、オンドルに

慣れている私には心強い存在で寒い冬が怖くなくなりました。�

　ところで、日本より寒いと言われている韓国ではどのように冬を乗りきっているの

でしょうか。�国際交流員�成　修眞�
ソ ン　　　 ス ジ ン �

オンドル（ 　　）�

皆さん！ヨンマル  チャル  ボネセヨ！�
2008年にまた、お目にかかりましょう！�

●韓国の暖房法・オンドルとは
　「オンドル」は韓国を代表する暖房法・床暖房のこ

とです。キムチと同様にオックスフォード辞書にも記

載されるなど今や国際語となっています。

　かまどで火を焚き、暖められた煙が床下の空間を通

って部屋を暖めるという昔ながらの暖房法です。朝鮮

半島の北方地域で生まれ全国に広まりました。

　同じ部屋でもかまどに近い所が一番暖かいので、昔

はかまどの近くは家で一番偉い人の座るところでした。

今では煙に代わって床下に温水が流れるパイプを設置

し部屋を暖めています。部屋も均等に暖められ温度調

節もできます。また家全体だけでなく、使っている部

屋を選んで暖めることもできます。暖まった床が部屋

の空気も暖めるので、家全体がほかほかとして、冬で

も半袖で過ごせます。

　このオンドルは一戸建てでも高層マンションでも、

韓国のどの家の形でも施されている一般的な暖房法で

す。背中からじわじわと伝わってくるオンドルの熱気。

体の疲れも溶けてしまいそうです。腰の悪い人にもお

勧めですので、韓国旅行の際には、ぜひ「オンドル」

の部屋に泊まってみてはいかかでしょうか。

■最近流行の ドル  チムデ （石ベッド）�

　今やオンドルの部屋でもベッドで寝るのが一般的に

なってきましたが、どうしても硬くあたたかいオンド

ルが忘れられない年配の方を中心に人気を博している

ベッドが、ドル チムデと呼ばれるベッドです。

　ふわふわしたところが無く、横になるところが石に

なっており電気で暖めます。もちろん温度調節が可能

で、ダブルベッドでは夫婦が別々に温度を調節できま

す。

�
●韓国の大晦日の過ごし方�
　オンドルの効いた暖かいリビングで、ゆず茶を飲み

ながらドラマの授賞式を見ます。各放送局がその年に

放送されたドラマの授賞式を行います。主演女優賞な

ど、その年に活躍した人に賞を贈るのですが、面白か

ったドラマを振りかえってみるのはもちろん、映画祭

さながらの華やかな俳優さん達の衣装も見所です。

　12時には除夜の鐘が鳴り、来年の願いを祈りながら

一年を締めくくります。今年は何を祈ろうかと今から

悩みます。

年末� 楽しく� お過ごし下さい。�

オンドル石

熱気が床下を
通ります。

火
を
焚
く
所

オンドルの原理�

（観光交流課）�



22

tsushima city community magazine

広報つしま  2007. 12

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

区　　分� 対馬市全体�対馬北署管内�対馬南署管内�

交通事故情報（平成19年中）� 11月29日現在�

本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�
本　年�
昨年比�

49�
-9�
0�
0�
68�
-8

14�
9�
0�
0�
18�
11

63�
0�
0�
0�
86�
3

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　地域福祉班】�
☎58‐1432

７日（月）�

ひまわり基金�
法律事務所�

■１月の無料法律相談�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

社会福祉協議会からのお知らせ�

対馬市交流センター�

21日（月）�

【社協　厳 原 支 所】�
☎52‐1169

高 尾 　 徹 弁護士�
（　九　弁　連　）�

30日（水）�

【社協　美津島支所】�
☎54‐2429

甲斐田 靖 弁護士�
（　九　弁　連　）�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

会　　　場� 相 談 内 容 �担当相談員�日　程�

包括支援センター�８日（火）�

■１月の心配ごと相談�

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※相談の受付は、当日会場で先着順になります。�
※相談員は、当日変更となることがありますので、ご了承下さい。�

対馬市交流センター 第５会議室�22日（火）�

【問い合わせ】対馬市社会福祉協議会 地域福祉班  ☎０９２０（５８）１４３２�
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《11月》�

光ファイバー集魚灯説明会
姉妹提携調印式（中津川市）
地方交付税復元及び道路
財源確保緊急大会（長崎）、
県離島振興協議会・県過
疎地域自立促進協議会合
同中央陳情　　　（東京）
市漁業協同組合長会臨時
総会
総務省事業「合併市町村
の旅」テレビ収録（黒田
福美さんとの対談）
対馬ふれあいスポーツ大会
上対馬もみじまつり
官産学交流協定調印式
　　　（韓国釜山広域市）
県市長会・県市議会議長
会合同要望　　　（東京）
対馬市議会全員協議会
「土木の日」記念行事、
内山盆地まつり
地方分権改革推進全国大
会、地方自治施行６０周
年記念式典　　　（東京）
市政報告会　　（上対馬）
国境離島特別委員会
対馬市郷土芸能発表大会
対馬市政策推進懇話会、
市政報告会　　　（豊玉）
県漁港漁場協会の県選出
国会議員への要望活動
　　　　　　　　（東京）
離島交流少年野球大会実行
委員会、市政報告会（厳原）

１日
２～３日
４～５日

６日

８日

10日
11日

12～13日

14～15日

16日
18日

19～20日

21日
22日
25日
26日

28～29日

30日

対馬市交流センター 第５会議室�

鍵本妙子、築城洋二�

介　護　相　談�

障 害 者 相 談 �

上県町地域福祉センター�29日（火）� 包括支援センター�

岡野利雄、阿比留利男�15日（火）� 上県町地域福祉センター� よ ろ ず 相 談 �

介　護　相　談�

　９月以降の降水量が平年に比べ約半分と
少なく、今後もまとまった降水量が見込め
ない季節です。
市民皆様の節水へのご協力をお願いします。�

〈限りある資源「水」を大切にしましょう〉�
対馬市水道局　☎０９２０（５２）０９４３�

節水のお願い�

豊玉町福祉センター�



23 広報つしま  2007. 12

tsushima city community magazine

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

毎週（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第2・3・5（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第３（土）�

8�

�

9・16・23・30�

�

9・16・23・30�

�

11�

�

9・16・30�

�

�

9・16・23・30�

�

19

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となり

　ます。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病

　院長崎医療センター応援につきまし

　ては、空路欠航等により診療を中止

　する事がありますので、事前に確認

　下さいますようお願いします。�

※１．☆印は診療科（内科）よりの予約
　　　患者様のみの診療を行っており
　　　ます。�

※２．空路欠航の場合は他の医師が代
　　　診致します。�

※３．予防接種について、薬の常備が
　　　ない場合もありますので、電話
　　　等でお問い合わせください。�

※４．透析診療については、月曜日～
　　　土曜日まで午前中に診療します
　　　ので、お問い合わせください。�

※５．予約制で事業所健診・社会保険
　　　生活習慣病予防検診も行ってい
　　　ます。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第２（木・金）�

第４（木・金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・木）�

予約にて受付けています。�

8・15・22・29�

9・16・23・30

25�

�

10・11・24・25�

�

�

�

10・24�

�
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8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（　 〃 　）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�

�

☆�

�

☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

泌 尿 器 科 �

�

眼 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（長 崎 大 学 病 院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

☆�

�

☆�

�

�

�

�

�

�

★�

血 液 内 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

脳 神 経 外 科 �

�

皮 膚 科 �

�

�

糖 尿 病 外 来 �

�

思 春 期 外 来 �

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

7・10・17・21�

24・28・31

第2・第4（火）�
�

第２（火）�

8・22�
�
8

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）�23 8:30̃11:00

経鼻内視鏡について�

手指の痛み�

インフルエンザの治療薬�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

24時間電話で健康をお届けします�

診療時間　９：00～12：00（急患のみ）�

１月１日�

２日�

３日�

６日�

13日�

14日�

20日�

27日�

吉 田 内 科 医 院 �

かも整形外科医院�

東 島 医 院 �

すとう内科医院�

山 上 医 院 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 茂 幸 �

賀 茂 和 典 �

東 島 英 孝 �

主 藤 久 次 �

山 上 　 睦 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

（厳原）�

（厳原）�

（厳原）�

（厳原）�

（仁位）�

（三根）�

（ 知）�

（佐賀）�

☎０９５（８２６）５５１１�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名 �日
曜
・
休
日
救
急
医
療
在
宅
当
番
医�

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス�

ニキビの最新治療�

夜間せん妄�

小児の包茎�

下肢閉塞性動脈硬化症 （下肢の動脈が詰まる）�

１月のテーマ�

年末年始特別テーマ（12月28日～1月4日）�

休　診� 休　診�



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
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対
馬
か
ら
韓
国
釜
山
市
ま
で
は
わ
ず
か
49

・
５
km
。
こ
の
距
離
の
地
は
２
箇
所
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
ひ
と
つ
は
、「
対
馬
最
北
端
の
地
」
上
対

馬
町
鰐
浦
で
す
。
こ
こ
に
は
地
理
的
・
歴
史

的
に
も
深
い
関
係
に
あ
る
韓
国
の
古
代
建
築

様
式
を
取
り
入
れ
た
韓
国
展
望
所
が
あ
り
ま

す
、
ま
た
、
元
禄
16
年
旧
暦
２
月
５
日
朝
、

釜
山
か
ら
対
馬
に
向
け
出
発
し
た
訳
官
使
船

が
鰐
浦
を
目
前
に
遭
難
す
る
と
い
う
悲
惨
な

海
難
事
故
が
あ
り
、
そ
の
慰
霊
碑
「
朝
鮮
国

訳
官
使
殉
難
之
碑
」
が
、
国
境
・
官
民
の
枠

を
越
え
て
平
成
３
年
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、「
日
本
最
北
西
端
の
碑
」

が
整
備
さ
れ
て
い
る
上
県
町
の
棹
崎
公
園
で

す
。
こ
こ
に
は
、
戦
時
中
に
築
か
れ
た
砲
台

跡
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
72
ha
を
越
え

る
広
大
な
公
園
の
一
角
に
、
環
境
省
の
対
馬

野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
大
晦
日
に
は
、
２
０
０
７
年
最
後
の
夕
日

を
見
納
め
た
後
、
対
馬
海
峡
西
水
道
の
奥
49

・
５
km
先
に
見
え
る
韓
国
釜
山
市
の
夜
景
を

ご
覧
に
な
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
韓
国
に
一
番
近
い
場
所
に
位
置
す
る
対
馬

で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
出
来
な
い
贅
沢
な
一

時
が
楽
し
め
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　
観
光
交
流
課
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
情

報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
「
こ
ん
な
と
こ

ろ
が
あ
る
よ
」
な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
馬
市
役
所
観
光
交
流
課

　
☎
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
１
１

　
FAX
０
９
２
０
（
５
３
）
６
１
２
２

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

asig
h

tseein
g

@
city

‐tsu
sh

im
a.jp

　航路標識を通じて海事思想の普及

と広報活動を行っている（社）燈光

会が主催した「灯台絵画コンテスト

2007」で、豆酘小瀬分校４年生の

内山藍さん(9)の作品｢夏の豆酘埼｣

が、小学生高学年の部で銅賞を獲得

しました。内山さんは昨年に続き２

年連続銅賞受賞となります。

　コンテストは、灯台記念日（11月1日）の関連行事と

して、全国の小中学生から灯台のある風景を募集して実

施されているもので、今年は787点の応募があり、小学

生高学年の部には289点の作品が寄せられ、金賞１点、

銀賞２点、銅賞５点が選ばれました。

　黄色に色づくハクウンキスゲが印象的な内山さんの作

品は、去年豆酘崎を訪問した時に撮影した写真を見て描

いたもので、灯台の影を描くのが難しく、海の遠近を色

で表現するのを工夫したと話していました。この力作の

製作期間はわずか３日だそうです。

表
彰
状
を
手
に
す
る
内
山
藍
さ
ん�

豆酘小瀬分校の内山　藍さん�
灯台絵画コンテストで２年連続銅賞を獲得灯台絵画コンテストで２年連続銅賞を獲得灯台絵画コンテストで２年連続銅賞を獲得

隠れた対馬 の名所を巡 る

10月20日、上対馬町鰐浦の韓国展望所から撮影した釜山市�
（中央の丸い光は、釜山市で開かれた花火大会での花火です）

〈
韓
国
ま
で
49
・
５
km
〉�

｢夏の豆酘埼｣�


